
手
塚
竜
麿
著
(
校
友
)
「
英
学
史
の
周
辺
」
東

京
.
吾
妻
書
房
、
 
B
6
版
四
四
一
ヘ
ー
ジ
、
定
価

一
、
八
0
0
円
。

苫
者
は
、
大
正
十
年
、
同
志
社
大
学
英
文
科
の

出
身
同
期
の
学
友
に
は
梅
花
女
子
大
学
の
片
山

春
一
氏
や
同
志
社
女
子
大
学
の
湯
浅
永
年
氏
、
そ

れ
に
今
は
故
人
に
な
っ
て
い
ろ
が
日
本
の
図
害
館

界
の
先
輩
大
佐
三
四
五
氏
な
ど
が
あ
る
。

著
者
は
同
志
社
卒
業
後
、
滋
賀
・
愛
知
・
長
野

・
束
京
・
京
都
の
各
府
県
の
公
私
立
学
校
の
教
師

を
歴
任
し
、
中
年
、
東
京
都
庁
に
勤
務
し
て
、
同

庁
の
総
務
局
調
査
課
長
、
職
員
研
修
所
教
務
課
長

等
を
経
て
、
後
年
、
都
政
史
料
館
々
長
に
栄
進
し

北
。
史
料
館
に
お
い
て
『
東
京
の
英
学
』
『
商
法

講
習
所
東
京
の
女
子
教
育
』
『
東
京
の
大
学

な
ど
も
っ
ぱ
ら
学
校
史
関
係
の
労
作
を
も
の
し
て

い
ろ
が
、
こ
の
問
、
ま
九
日
本
英
学
史
研
究
会
蚕

員
と
し
て
英
学
史
研
究
の
分
野
に
も
活
躍
し
て
い

ま
な
お
健
在
の
仁
で
あ
る
。

本
書
は
著
者
が
既
往
十
数
年
問
東
京
都
の
英
文

広
報
誌
ト
ー
キ
,
ー
.
ミ
ュ
ニ
シ
。
ハ
ル
.
ニ
ュ

ー
ズ
を
籾
め
英
学
史
関
係
そ
の
他
の
繋
、
学

会
等
に
発
表
し
た
論
攷
五
十
四
篤
を
集
め
て
成
し

た
図
書
で
、
各
篇
一
、
頁
な
い
し
四
、
五
頁
読

切
り
の
随
筆
風
の
短
篇
で
、
肩
が
こ
ら
ず
に
気
楽

に
面
白
く
読
め
ろ
珠
玉
の
作
品
が
集
め
ら
れ
て
い

ろ
。
近
代
日
本
の
開
拓
に
貢
献
あ
っ
北
各
界
の
英

米
人
九
ち
の
業
績
や
挿
話
を
中
心
に
、
明
治
初
年

草
創
期
の
日
本
人
英
学
の
先
覚
者
を
織
り
ま
ぜ
九

一
種
の
日
本
英
学
発
表
の
裏
面
史
と
も
見
ら
れ
る

興
味
深
い
図
書
で
あ
ろ
。
内
容
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
人
物
を
概
観
す
る
と
考
古
学
者
モ
ー
ス
、

建
築
学
者
ジ
,
サ
イ
ア
・
コ
ン
ダ
、
科
学
者
ウ
エ

ス
ト
お
よ
び
ダ
イ
ヴ
ァ
ー
ズ
、
美
術
家
フ
エ
ノ
ロ

サ
、
医
学
イ
ー
ス
ト
レ
ー
ク
父
子
、
行
政
家
チ
ャ

ー
ル
ズ
・
、
ビ
ア
ー
ド
、
こ
の
他
社
会
事
業
、
士
木

事
業
、
外
交
、
ス
ホ
ー
ツ
、
教
官
モ
の
他
日
本
の

開
化
の
全
面
化
わ
九
っ
て
そ
の
表
に
あ
り
蔭
比
あ

つ
九
英
米
人
に
ス
ホ
r
を
あ
て
て
紹
介
し
て
い

ろ
0
ち
な
み
賑
毅
の
中
に
は
同
ぶ
社
関
係
の
[
瑞

も
数
篇
登
載
さ
れ
て
い
て

徳
富
識
花
と
そ
の
作
品
の
泰
者
ア
ー
サ
ー
.

ロ
イ
ト
シ
エ
イ
ク
ス
ヒ
ア
と
伺
志
社

薄
倖
の
詩
人
・
雲
峰

新
島
襲
の
脱
出
地

同
志
社
英
学
校
と
東
京
の
私
学

な
ど
が
あ
り
、
こ
の
他
標
題
に
は
出
て
い
な
い
が

諸
篇
の
文
中
、
同
志
社
人
や
黒
社
と
の
関
係
な

ど
各
所
に
叙
述
さ
れ
て
い
て
、
一
種
の
伺
志
社
側

面
史
も
言
え
る
内
容
で
、
特
に
同
志
社
人
と
し
て

は
ひ
と
し
お
興
味
深
く
ど
こ
を
開
い
て
も
楽
し
く

読
め
る
図
書
で
あ
ろ
。

本
書
尾
末
の
「
あ
と
が
き
」
に
、
著
者
は
「
私

は
近
く
古
稀
を
誕
生
日
を
む
か
え
よ
う
と
し
て
い

ろ
。
そ
の
こ
と
で
も
こ
の
本
の
出
版
は
私
の
一
生

に
ひ
と
つ
の
区
切
り
を
つ
け
ろ
こ
と
に
な
り
、
さ

ら
に
新
し
い
仕
事
へ
の
出
発
点
と
な
っ
て
く
れ
ろ

で
あ
ろ
う
」
と
述
懐
し
て
い
ろ
が
、
こ
の
意
味
で

本
書
は
著
者
の
古
稀
を
記
念
す
ろ
金
字
塔
で
も
あ

り
、
大
い
に
祝
福
し
て
著
者
の
健
康
と
ま
す
ま
す

健
筆
を
祈
り
北
い
も
の
で
あ
ろ
。
(
小
野
)
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重
久
篤
太
郎
(
校
友
・
文
学
部
嘱
託
講
師
)
著
「

お
雇
い
外
国
人
教
育
・
宗
教
篇
東
京
・
鹿

島
研
究
所
出
版
会
、
 
B
6
判
一
:
二
七
ヘ
ー
ジ
、
定

価
四
八
0
円
。

本
書
は
「
お
雇
い
外
国
人
」
シ
リ
ー
ズ
(
全
十

五
巻
)
の
内
「
教
育
・
宗
教
」
部
門
を
取
扱
い
論

述
し
え
も
の
で
あ
る
。
お
雇
い
外
国
人
と
暴
末

以
来
日
木
が
欧
米
の
先
進
諸
国
か
ら
招
璃
、
雇
用

し
た
人
を
い
う
の
で
あ
り
、
外
国
か
ら
の
書
箪

機
械
類
な
ど
の
影
響
よ
り
更
に
生
成
的
な
質
的
に

も
深
い
影
響
を
受
け
九
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

特
に
学
校
の
教
師
す
な
わ
ち
「
お
雇
い
教
師
」
と

「
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
」
と
が
、
人
問
の
内
面
的

方
面
に
感
化
を
与
え
、
日
本
の
近
代
化
に
お
け
ろ

思
想
的
、
社
会
的
、
宗
教
的
な
基
盤
の
形
成
に
寄

与
し
九
と
と
は
見
の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
本

書
で
は
こ
の
点
を
き
わ
め
て
実
証
的
な
研
究
成
果

を
基
礎
と
し
て
、
教
育
部
門
で
官
公
立
学
校
の
教

師
で
あ
っ
九
人
々
と
{
雲
部
門
で
私
雇
い
宣
教
師

て
教
育
界
で
最
も
活
睡
し
九
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

人
々
を
中
心
に
蕉
を
お
い
て
解
明
し
て
い
る
。

著
者
が
長
年
に
わ
北
り
こ
の
方
面
の
研
究
を
通
し

て
発
表
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
研
究
論
文
は
、
今
日

高
く
評
価
さ
れ
て
来
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
本

書
を
精
学
れ
ば
、
そ
の
腺
か
ら
自
然
に
感
じ

ら
れ
る
こ
と
と
思
う
0

本
書
の
内
客
は
六
項
目
よ
り
な
っ
て
お
り
、
そ

の
前
半
は
、
一
「
夜
明
け
前
の
外
国
人
教
師
」
で

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
や
り
ギ
ン
ズ
に
つ
い
て
考
察
し
、

二
「
お
雇
い
教
師
の
は
た
ら
き
し
で
は
、
フ
ル
ベ

ツ
キ
、
モ
ル
レ
ー
、
ス
コ
ッ
ト
、
リ
ー
一
フ
ン
ド
、

メ
'
ソ
ン
な
ど
の
教
育
の
近
代
化
に
特
に
貢
献
し

九
人
々
を
ま
た
開
成
学
校
、
医
学
校
、
東
京
大
学

文
学
部
の
教
師
な
ら
び
に
ド
イ
ツ
学
の
隆
盛
の
箇

所
で
ハ
ウ
ス
ク
ネ
ヒ
ト
や
ブ
ッ
セ
、
ロ
ッ
ツ
エ
、

り
,
ス
な
ど
に
一
夏
し
て
い
ろ
。
三
「
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
宣
教
師
の
来
日
」
で
は
、
新
し
い
キ
リ
ス

ト
教
の
伝
来
、
ヘ
ボ
ン
、
プ
ラ
ウ
ン
ら
宣
教
師
の

貢
献
、
.
コ
ー
ブ
ル
、
バ
ラ
、
タ
ム
ソ
ン
、
グ
リ
】
ン

な
ど
を
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
下
の
宣
教
師
の
活
動
お

よ
び
日
本
聖
公
会
の
結
成
を
述
べ
、
四
「
外
国
人

宣
教
師
の
教
育
活
動
」
で
は
、
三
つ
の
キ
リ
ス
ト

教
主
義
学
校
の
類
型
、
女
子
教
育
に
貢
献
し
た
力

ロ
ザ
ー
ズ
夫
妻
、
ミ
ス
・
キ
グ
ー
、
同
志
社
女
学

絞
、
婦
人
宣
教
師
の
献
身
、
立
教
学
咳
黒
社

英
学
校
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
大
学
の
源
泉
に
つ
い

て
文
献
的
に
解
明
を
進
め
、
宣
教
師
か
ら
お
雇
い

教
師
へ
転
向
し
た
個
々
の
事
情
に
つ
い
て
英
語
学

校
と
の
関
連
で
詳
述
し
、
更
に
Y
M
C
A
の
教
師

に
つ
い
て
そ
の
影
響
を
述
べ
て
い
ろ
。
以
上
の
四

項
目
は
教
育
、
宗
教
部
門
に
つ
い
て
の
概
説
で
あ

り
、
後
半
の
五
「
功
績
の
あ
っ
九
人
々
」
と
、
六

「
資
料
」
(
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
探
索
報
告
書
)
は

著
者
が
本
書
で
最
も
力
点
を
お
き
、
か
つ
今
日
ま

で
の
研
究
の
成
果
を
記
し
た
箇
所
と
み
ら
れ
、
教

示
さ
れ
ろ
点
が
多
い
。
お
雇
い
教
師
か
ら
エ
ド
ワ

ー
ド
.
サ
イ
ル
(
イ
ギ
リ
ス
)
、
ル
ド
ル
フ
・
レ

ー
マ
ン
(
ド
イ
ツ
)
、
レ
オ
ン
・
ジ
ユ
リ
ー
(
フ

ラ
ン
ス
)
、
宣
教
師
か
ら
ジ
"
ン
・
ト
マ
ス
・
ギ

ユ
リ
ッ
ク
と
ジ
"
ン
・
イ
ン
グ
(
ア
メ
リ
カ
)
、

ジ
エ
ー
ム
、
ス
.
サ
マ
ー
、
ス
と
へ
ン
リ
ー
.
フ
ォ
ー

ル
ズ
(
イ
ギ
リ
ス
)
と
い
っ
た
そ
の
経
歴
、
業
蹟

が
広
く
世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

地
方
の
教
育
文
化
に
尽
力
し
た
七
名
に
つ
い
て
は

特
に
著
者
が
実
証
的
に
研
究
し
、
発
掘
し
た
努
力

が
う
か
が
え
ろ
の
で
あ
ろ
。
ま
た
資
料
と
し
て
収

録
さ
れ
た
「
雇
入
米
国
人
の
所
業
探
索
書
」
「
私

学
雇
外
国
人
教
師
視
察
記
L
 
「
文
部
省
御
傭
外
国

人
明
細
表
」
は
い
ず
れ
も
は
じ
め
て
本
書
で
発
表

さ
れ
た
貴
重
な
資
料
で
そ
の
意
義
は
非
常
に
大
き

く
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
と
の
方
面
の
研
究
を
深

め
ろ
上
に
大
い
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
(
森
)
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山
田
忠
男
全
学
部
教
遅
著
「
ふ
る
さ
と
の
歌
」

東
京
・
創
思
社
、
一
伽
.
伽
X
易
セ
ン
チ
、
一
四
七
ぺ

ー
ジ
、
定
価
六
0
0
円
。

黒
社
大
学
の
山
田
忠
男
教
授
の
随
筆
集
「
ふ

る
さ
と
の
歌
」
が
、
今
度
、
東
京
の
創
思
社
よ
り

出
版
さ
れ
ま
し
九
。
随
筆
く
ら
い
、
そ
の
内
容
を

紹
介
す
る
事
の
難
し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
や
む
を
え
ず
彼
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
説
明

し
、
彼
の
本
の
紹
介
に
代
え
九
い
と
思
い
ま
す
。

彼
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
と
く
に
京
都
府
の
教
育

長
問
題
で
、
文
部
省
を
相
手
に
、
チ
ャ
ン
、
チ
ャ

ン
、
バ
ラ
バ
ラ
と
わ
九
り
あ
い
、
そ
の
勇
名
を
は

せ
九
人
で
あ
ろ
の
で
、
あ
の
ロ
マ
ン
ス
・
グ
レ
イ

の
紳
士
を
御
存
知
で
な
い
方
の
ほ
う
が
少
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
単
に
マ
ス
コ
ミ
の

表
面
に
現
れ
た
人
柄
よ
り
、
直
接
彼
の
そ
ぱ
で
毎

日
接
し
て
い
ろ
私
か
ら
見
た
彼
の
人
と
な
り
の
方

が
よ
り
面
白
く
、
ま
た
真
実
に
近
い
と
思
い
、
そ

れ
の
幾
つ
か
を
お
知
ら
せ
し
九
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
彩
と
山
田
教
授
と
の
関
係
は
、
山
田
は

親
分
で
あ
っ
て
、
王
野
は
子
分
で
あ
ろ
か
の
よ
う

に
一
般
に
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
出
実
は
全
然
そ

の
よ
う
な
関
係
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
彼
は
親

分
な
ん
て
い
う
柄
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、
彼

"
ち
ん
ぽ
う

が
客
商
棒
で
、
子
分
の
面
倒
を
全
然
見
な
い
と
い

う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
反
対
で
、
極
め
て

金
ぱ
な
れ
の
よ
い
、
そ
し
て
人
の
面
倒
を
よ
く
見

る
性
質
な
の
で
す
。
し
九
が
っ
て
親
分
と
い
う
素

質
は
充
分
も
っ
て
い
ろ
の
で
あ
ろ
が
、
彼
自
身
が

そ
れ
を
望
ん
で
い
な
い
か
ら
な
の
で
す
。
事
実
、

彼
が
私
と
話
を
す
ろ
と
き
で
も
、
ま
九
、
私
よ
り

更
に
年
令
の
若
い
小
林
君
や
、
加
藤
君
と
話
を
す

る
と
き
で
も
、
決
し
て
彼
は
自
分
が
上
で
あ
る
と

い
う
意
雫
も
の
を
言
う
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、

対
等
の
立
場
で
話
を
す
る
か
ら
で
あ
ろ
。
元
来
、

子
分
と
い
う
も
の
は
親
分
の
一
冨
い
つ
け
は
絶
対
に

聞
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
、
す
な
わ
ち
親

分
、
子
分
と
い
う
関
係
は
、
「
上
意
矢
の
で
と
し

」
と
い
う
封
建
時
代
の
主
従
関
係
の
庶
民
化
し
九

も
の
で
す
。
彼
は
決
し
て
そ
の
よ
う
な
関
係
を
自

分
の
生
活
の
場
に
持
ち
こ
む
よ
う
な
時
代
錯
誤
的

な
人
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
私
た

ち
の
研
究
室
内
で
は
、
何
時
で
も
皆
は
対
等
の
関

係
に
あ
り
な
が
ら
、
彼
は
彼
な
り
に
煎
敵
を
う
け

て
い
ろ
の
で
あ
る
。

ミ
九
、
彼
は
あ
く
ま
で
も
詩
人
で
あ
っ
て
、
私

た
ち
の
よ
う
な
我
利
我
利
の
無
粋
な
自
然
科
学
者

で
は
な
い
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ほ
ど
美
と
い

う
も
の
に
対
し
て
撤
底
的
な
弱
さ
を
も
っ
て
い
る

人
は
い
な
い
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
ま
九
情
に
も

厚
い
の
で
あ
る
。
私
九
ち
か
ら
見
れ
ば
、
「
ア
ホ

カ
イ
ナ
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
他
人
の
世
話
を
性

と
り
も
な
く
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
九
、
そ
の
労

を
全
然
い
と
わ
な
い
の
で
す
。
随
分
前
の
事
で
あ

る
が
、
私
が
彼
の
家
で
遊
ん
で
い
た
時
、
学
生
が

息
を
切
っ
て
飛
び
こ
ん
で
来
て
、
今
度
の
演
奏
会

に
練
習
す
ろ
曲
の
総
譜
が
な
い
、
だ
け
ど
「
レ
コ

ー
ド
」
が
あ
ろ
か
ら
何
ん
と
か
し
て
く
れ
な
い
か

と
頼
み
こ
ん
で
来
ま
し
た
。
私
は
、
彼
は
忙
が
し

い
の
で
引
き
う
け
な
く
て
も
よ
い
の
に
と
思
っ
て

い
ろ
の
に
、
彼
は
徹
夜
し
て
「
レ
コ
ー
ド
」
を
聞

き
な
が
ら
、
そ
れ
の
総
譜
を
書
き
あ
げ
た
り
す
る

の
で
す
。
お
お
よ
そ
私
た
ち
の
よ
う
に
、
す
べ
て

の
も
の
に
対
し
て
合
理
性
を
求
め
て
い
ろ
も
の
の

中
で
、
彼
は
不
合
理
性
に
対
し
て
は
私
た
ち
と
同

じ
よ
う
に
憤
激
す
る
が
、
私
た
ち
の
知
ら
な
い
非

合
理
性
に
つ
ぃ
て
非
常
に
強
輪
覚
を
持
っ
て
私

北
ち
ミ
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
彼
が
、
自
己
の
情
の
お
も
む
く
ま

ま
に
筆
を
と
り
、
四
季
に
あ
わ
せ
て
害
い
た
随
筆

集
は
、
こ
れ
で
二
冊
目
で
あ
る
が
、
こ
れ
驫
む

と
、
彼
が
何
ん
と
楽
し
い
人
生
を
送
っ
て
い
ら
れ
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る
方
で
あ
ろ
か
と
判
っ
て
い
北
だ
け
る
と
思
い
ま

す
以
上
の
よ
う
に
私
は
多
く
の
方
々
に
、
こ
の

随
筆
集
を
す
す
め
ろ
次
第
で
あ
り
ま
す
。

山
田
忠
男
著
「
ふ
る
さ
と
の
歌
」
は
同
志
社
大

生
協
書
籍
で
も
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
(
天
野
)

角
田
豊
.
小
倉
襄
二
(
文
学
部
教
授
)
編
「
現
代

の
社
会
保
障
」
京
都
・
法
律
文
化
社
、
 
A
5
判

三
九
三
ペ
ー
ジ
、
定
価
九
五
0
円
。

今
度
、
同
志
社
大
学
文
学
部
社
会
学
科
の
角
田

.
小
倉
両
教
授
の
編
著
に
ょ
る
「
現
代
の
社
会
保

障
」
が
出
版
さ
れ
九
。
執
筆
者
は
関
西
の
諸
大
学

に
奉
職
し
て
い
る
専
門
的
研
究
者
で
、
同
志
社
大

学
で
は
両
氏
の
ほ
か
、
嶋
田
啓
一
郎
、
中
條
毅
、

大
塚
達
雄
、
井
垣
章
二
、
住
谷
磐
辻
村
一
郎
、

三
塚
武
男
の
諸
氏
、
立
命
館
大
学
で
は
坂
寄
俊
雄

真
田
是
、
加
藤
睦
夫
、
大
阪
市
立
大
学
で
は
小
"

喜
一
、
宮
本
憲
一
の
諸
氏
、
そ
の
他
日
本
福
祉
大

学
の
高
島
進
、
竜
谷
大
学
の
桑
原
昌
宏
、
愛
知
大

学
の
宮
崎
鎮
雄
、
大
阪
社
会
事
業
短
期
大
学
の
堂

面
秋
芳
、
華
頂
短
期
大
学
の
吹
田
盛
徳
の
諸
氏
で

総
員
十
九
名
の
豪
華
な
陣
容
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
三
編
か
ら
成
っ
て
お
り
、
社
会
保

障
の
基
礎
理
論
第
豆
早
資
本
主
義
と
社
会
保

陣
ω
総
説
(
坂
崎
)
⑦
国
民
生
活
に
お
け
ろ
自

助
の
限
界
(
高
島
)
③
社
会
保
障
に
お
け
ろ
経
済

と
社
会
(
真
邑
第
二
章
社
会
保
障
の
思
想
と

方
法
ω
社
会
保
障
の
思
想
(
小
倉
・
嶋
田
・
角

邑
②
社
会
保
障
の
方
法
(
小
川
)
③
社
会
福
祉

事
業
の
方
法
(
a
大
塚
・
 
b
吹
田
・
C
住
谷
)
日

本
の
社
会
保
障
第
忌
早
社
会
保
陣
の
歴
史

ω
前
史
章
小
倉
)
綴
後
の
社
会
保
障
(
角
邑

第
四
社
会
保
障
の
体
系
①
社
会
保
険
(
角
邑

②
公
的
扶
助
(
小
倉
)
③
社
会
手
当
・
社
会
福
祉

事
業
(
角
邑
④
企
業
内
福
利
厚
生
(
中
條
)
⑤
労

務
者
の
自
主
的
福
祉
活
動
(
辻
村
)
第
五
章
社
会

保
障
の
財
政
と
経
済
①
社
会
保
障
の
財
政
論
(
加

藤
)
②
社
会
保
陣
基
金
と
財
政
投
融
資
(
宮
本
)

③
社
会
保
障
と
所
得
再
分
配
(
堂
面
)
第
六
章

日
本
に
お
け
ろ
社
会
保
障
の
特
質
①
社
会
保
障

と
生
活
体
系
(
小
倉
)
②
社
会
保
障
の
特
質
と
諸

相
(
小
倉
)
③
福
祉
国
家
状
況
と
社
会
保
障
(
小

倉
現
代
社
会
保
障
の
課
題
と
展
望
第
七
章

社
会
保
障
の
国
際
的
動
向
ω
国
際
社
会
保
障
の

動
向
(
嶋
邑
②
国
際
比
較
(
嶋
邑
第
八
章

社
会
開
発
の
課
題
①
総
説
(
角
田
・
小
倉
)

②

都
市
問
題
と
公
害
(
宮
本
)
囲
ス
ラ
ム
(
三
塚
)

④
住
宅
問
題
(
住
谷
)
⑤
児
童
福
祉
(
井
垣
)

第
九
章
最
低
生
活
の
保
障
ω
医
療
保
障
(
小

倉
)
①
家
族
保
障
(
角
田
)
④
労
襟
峠
(
謙
)

④
失
業
保
険
と
雇
用
対
策
(
宮
峪
)
⑤
社
会
保
障

と
最
低
賃
金
制
(
小
川
)
、
最
後
に
日
本
と
世
界

の
社
会
保
障
の
発
達
史
年
表
が
あ
る
。

こ
の
書
を
読
ん
で
感
ず
る
こ
と
は
、
は
し
が
き

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
執
筆
者
の
理
論
的

立
場
は
こ
と
な
ろ
が
、
日
本
の
平
和
と
民
主
主
義

を
堅
持
し
て
民
生
の
安
定
を
ね
が
う
点
で
は
一
致

し
て
お
り
、
ま
た
編
集
紀
あ
た
り
、
執
筆
者
の
専

門
的
立
場
を
洞
察
し
、
理
解
し
、
適
材
を
適
所
に

配
置
さ
れ
た
苦
心
が
う
か
が
わ
れ
、
そ
れ
が
す
べ

て
生
き
て
清
新
さ
を
与
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

執
筆
者
は
い
ず
れ
も
専
門
家
と
し
て
学
界
で
の
知

名
の
人
で
あ
り
、
こ
れ
は
そ
の
集
大
成
と
み
る
こ

と
が
で
き
ろ
。
今
日
、
わ
が
国
で
は
急
激
な
経
済

成
長
の
結
果
社
会
変
動
が
お
こ
り
、
工
業
化
.
都

市
化
が
す
す
み
、
畿
多
の
社
会
問
題
を
生
み
深
刻

化
し
て
い
ろ
。
平
和
国
家
、
福
祉
国
家
の
具
体
的

目
標
は
社
会
保
障
の
発
達
に
あ
り
、
わ
が
国
の
社

会
保
障
の
水
準
が
実
質
的
に
後
退
し
て
い
る
お
り

か
ら
、
こ
の
書
の
出
現
は
、
生
ま
れ
ろ
べ
く
し
て

生
ま
れ
た
も
の
で
、
現
代
日
本
の
社
会
保
障
研
究

の
強
力
な
推
進
と
な
ろ
で
あ
ろ
う
こ
と
を
確
信
し

各
位
の
御
一
読
を
す
す
め
た
い
。
(
青
井
)
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